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多彩な者たちが学び、行き交い、

探究している茨大のキャンパス。

茨大広報学生プロジェクト&広

報室&茨城在住の編集者が取

材した“イバダイバーズ”の世

界、ちょっと覗いてみませんか。
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気候変動対策の
最前線
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陰イオン交換樹脂という物質をCO2吸着剤として

利用するものです。乾燥→湿潤→乾燥のサイクル

を繰り返すことで、外部エネルギーをほとんど用い

ずに常温でもCO2の吸着・脱離をすることが期待

されています。既に研究室の反応管のレベルでは

成功しているので、これを早く実用化してDACの

効率を向上させたいです。

　CO2を回収したら、今度はそれを利用して新しい

燃料を「合成」します。たとえばCO2を水素化して、

メタノールを合成するような技術です。CO2は安定

である物質なので、他の物質に反応させて炭素を

分離させ、新しい物質を合成するような反応を得る

ためには、適切な触媒が必要となります。レアメタ

ルといわれるような高価な金属の中にはそうした触

媒の役割を果たすものがありますが、それではコス

トが高く、実用的とはいえません。合成燃料の開発・

普及は、今年４月に札幌で行われたG7気候・エ

ネルギー・環境大臣会合でも注目されていました。 

茨城大学では実験とコンピューターでのシミュレー

ションを繰り返して、コストの低い優れた触媒の開

発を進めているところです。

　そして、こうした燃料をどう安全かつ効率的に

「利用」するかが３つ目のポイントです。たとえば、

合成したメタンと水素とを混焼して利用することが

できれば、カーボン由来のエネルギーの削減に大

きく貢献しますが、水素は炭化水素と大きく異なる

燃焼特性をもつため、既存のガス管などのインフラ

を利用することはまだできません。それから、社会

的にはCO2にばかり目がいきがちですが、環境へ

の有害さという点では、窒素系の化合物、いわゆる

「NOx」の排出量にも注意すべきでしょう。残念な

がら脱炭素が実現すれば全て良しではなく、より総

合的な視点での環境アセスメントと対策が必要な

のです。また、できるだけDAC技術で回収しやす

い形でCO2を排気するということも大切です。

　これら「回収」「合成」「利用」のそれぞれのプロ

セスは、いずれも脱炭素に関わる技術開発におい

て重要であり、それぞれ世界中で研究・開発が進

められています。その中で、茨城大学のCRERCの

最大の強みといえるのは、この「回収」「合成」「利

用」という３つの分野の研究ユニットをすべてもっ

ており、一気通貫して研究ができるという点です。

そういう特徴をもつ研究拠点は日本国内にはまず

ありませんし、世界を見ても貴重です。茨城大学で

は合成燃料（e-fuel）や気候変動対策についての

研究を先進的に進める中で、戦略的にこの３つが

揃った研究体制を構築してきたという高いアドバン

テージがあるのです。

５年後の社会実装を目指す

　CRERCの開設にあたって、私は社会実装へ向

けたロードマップを示しました。そこでは５年後に

は、日立キャンパスにおいて、大気からCO2を回収

気候変動の対策には、CO2などの温室

効果ガスを減らして地球温暖化をでき

るだけ抑える「緩和策」と、海面上昇や

熱波といった気候変動の影響に対処す

る「適応策」があります。茨城大学は長

年「適応策」の研究を強みとしてきまし

たが、2023年4月に「カーボンリサイク

ルエネルギー研究センター（CRERC／

クラーク）」を開設し、「緩和策」の研究

にも組織的に本腰を入れて取り組むこ

ととなりました。センター長を務める田

中光太郎教授が、CRERCの強みとビ

ジョンを熱く語ります。

真の脱炭素実現を考える

　2023年は日本だけでなく世界中が猛暑に見舞わ

れ、深刻な山火事も各所で起き、７月には国連のグ

テーレス事務総長の「地球沸騰（global boiling）

の時代が到来した」という発言も話題になりました。

気候変動対策の切迫度が高まっています。

　今年（2023年）４月に開設した茨城大学カーボ

ンリサイクルエネルギー研究センター（Carbon 

Recycling Energy Research Center：CRERC）

の目的も、温室効果ガスである二酸化炭素（CO2）

の量を大気中から減少させ、気候変動を緩和する

ことにあります。

　カーボンをリサイクル、すなわち再利用するとい

う私たちのミッションは、化石燃料自体の不使用を

目指す立場から見ると、やや後ろ向きに見えるかも

しれません。しかし重要なのは、いかにCO2を減ら

すかです。たとえば水素やアンモニアを資源として

利用するとしても、その安全な調達や利用には大

きな外部エネルギーが必要となります。原子力発

電の積極的な利用も今の日本社会では難しいでし

ょう。その意味で、既存のインフラをできる限り活

用しつつ脱炭素を実現する現実的なアプローチを、

特に島国である日本は選択せざるを得ないのです。

茨城大学が高い優位性を持つ理由

　カーボンリサイクルでは、「回収」「合成」「利用」

という３つのプロセスが鍵になります。

　カーボンを再利用する上では、まず大気中の

CO2を「回収」することが重要です。大気中のCO2

を回収するDAC（Direct Air Capture）の技術開

発は世界中で進んでいますが、現在ヨーロッパで

実装されているようなDAC設備は、多くの外部エ

ネルギーを必要とします。DACの社会実装にあた

っては、この外部エネルギーをできるだけ低減する

ことが重要です。茨城大学で現在研究を進めてい

る「湿度スイング法」という技術は、ポリスチレン系

カーボンリサイクルと茨城大学に関する4つの基本Q&A
Q 1. カーボンリサイクルとは？ A.  地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）を回収し、再利

用することによって、脱炭素社会の実現を図るもの。

Q2. 茨城大学CRERCの強みは？ A.  CO2の「回収」、新燃料の「合成」、それらの安全かつ効率的

な「利用」を一気通貫して研究できる点。日本で類を見ない。

Q3. どういう体制？ A.  工学部や農学部の教員が「回収」「合成」「利用」の３ユニッ

トに所属し、全員が「オープンサイエンス」ユニットにも参加。

Q4. 地域社会への影響は？ A.  ５年後に日立キャンパス内でサイクルを実証。その後、地域

社会での実装へと広げていく。

取材・文：茨城大学広報室 ｜ 撮影：小泉慶嗣
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RERC（茨城大学カーボンリサイクルエネルギー研究センター）の
田中光太郎センター長が語る、５年後の社会実装への意気込み。

C
茨城大学カーボンリサイクルエネルギー研究センター

RERCが
見据える未来

し、そのCO2から合成した燃料を使って、キャンパ

ス内の消費電力を賄えるような実証実験を行うと

いう目標を掲げています。これはきわめて意欲的な

目標であり、教員たちも必死にがんばっていますが、

この計画でさえもある企業の方からは「遅い」と言

われました。「地球沸騰の時代」を考えるなら、確

かにそうかもしれません。

　さらには、自治体や企業との連携もこれからます

ます必要です。「湿度スイング法」を利用したDAC

の場合、大量の水が必要となりますから、川やダム

のような場所に設備を設置します。また、産業や人び

との生活を支えるだけの電力を賄うためには、合成

の拠点もそれなりの規模が必要ですし、既存インフ

ラを活かしながら新しい燃料に切り替えることも容

易ではありません。その点でいうと、日立市はDAC

に適した山や川があり、水素を輸入するための港も

あるなど、「カーボンリサイクル」を実装していく上で

好適なのです。私たちのプロジェクトでは、日立製作

所などとも既に連携していますから、エネルギー技術

の拠点づくりという点で、「日立から世界へ」というビ 

ジョンを改めて掲げることもできるかもしれません。

　発足１年目ですが、既にCRERCとして複数回の

国際セミナーも実施しており、カーボンリサイクル

の世界的な研究拠点としての発信を進めています。

産官学それぞれの分野の皆様はもちろん、若い学

生の皆さんにもぜひ私たちのプロジェクトに参加し

てほしいです。（談）

特集 ｜ 茨大発・気候変動対策の最前線❶

CRERC構成メンバー
センター長

田中 光太郎 理工学研究科（工学野）教授

【回収ユニット】

境田 悟志（ユニット長） 理工学研究科（工学野）講師

李 艶栄 理工学研究科（工学野）准教授

西澤 智康 農学部教授

【合成ユニット】

福元 博基（ユニット長）理工学研究科（工学野）教授

城塚 達也 理工学研究科（工学野）講師

【利用ユニット】

酒井 康行（ユニット長）カーボンリサイクルエネルギー 
研究センター教授

田中 光太郎 理工学研究科（工学野）教授

平田 輝満 理工学研究科（工学野）教授

吉田 友紀子 理工学研究科（工学野）助教

【オープンサイエンスユニットメンバー】

Huang Weidi 茨城大学研究員

鈴木 俊介 茨城大学特命研究員（国立研究

開発法人産業技術総合研究所）

馬渕 拓哉 茨城大学特命研究員（東北大学

学際科学フロンティア研究所）

日立のまちを舞台にCO２再利用の
社会実装に取り組む分野横断チーム

PROFILE

田中 光太郎（たなか・こうたろう）

茨城大学カーボンリサイクルエネルギー

研究センター・センター長

茨城大学大学院理工学研究科（工学野）教授。

大阪府出身。専門は熱工学。独立行政法人交 
通安全環境研究所、CNRS Nancy University
（フランス）、東京大学環境安全研究センターな

どを経て、2012年に茨城大学着任。

日立から世界へ 
真の脱炭素社会の実現に挑む
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微生物活用で脱炭素化に

挑む＠阿見キャンパス

　阿見キャンパスでは、微生物を利用した

カーボンニュートラル技術の開発・実装に

取り組んでいます。国が進める「グリーンイ

ノベーション（GI）基金」のプロジェクトで

も着目され、産学官の連携が進んでいます。

　GI基金は、「経済と環境の好循環」を作

るグリーン成長戦略の重点分野の研究開

発・実証から社会実装までを10年間支援

するものです。全20分野に及ぶプロジェク

トのうち、「食料・農林水産業のCO2等削

減・吸収技術の開発」、「バイオものづくり

技術によるCO2を直接原料としたカーボン

リサイクルの推進」の２つのプロジェクトに、

微生物研究に長年取り組んでいる茨城大

学農学部の西原宏史教授と西澤智康教授

が名を連ねています。

GI基金事業に取り組む西原教授と西澤教授

　西原教授は好気性水素酸化細菌（水素

細菌）の研究を進めています。近年、水素

細菌は水素の合成と利用、CO2の資源化

という、カーボンニュートラル時代に求めら

れる重要な技術の開発に貢献できる可能

性をもっていることで注目されています。全

国の研究機関や、企業からの声かけもあ

り、今回のGI基金事業では、「CO2固定

微生物利活用プラットフォームの構築」の

事業において、物質生産に適した水素細

菌の探索を進めます。また、「CO2からの

微生物による直接ポリマー合成技術開発」

事業では、水素細菌を使って環境中で分

解されるポリマーをCO2から合成するため

の技術開発に取り組みます。これには農学

部の長南茂教授や理工学研究科（工学野）

の庄村康人准教授も参画し、学内の新た

な研究プロジェクトにもなっています。

水素酸化細菌の水素と炭酸ガスを培養基質
とした増殖の様子

　一方西澤教授は、高機能バイオ炭等の

供給・利用技術を確立するプロジェクトに

参画しています。ここでは、肥料成分の供

給や農作物の生育促進等を助けるような

微生物の機能に着目。こうした微生物に

潜在する能力を活用して、持続可能な農業

の実現に向けた先進的な技術の開発に取

り組みます。

　大気中のCO2を回収するDAC（Direct Air 

Capture）技術の開発・実装はヨーロッパなどで

進んでいるが、日本はやや遅れをとっている。DAC

に焦点を当てて複数の教員が研究に取り組む

CRERCの体制は国内でも貴重な存在だ。

　「回収」ユニット担当の境田講師は、こう説明 

する。「現在海外で実装されているDAC技術は、

回収したCO2を分離するのに大きな熱エネルギー

を必要とします。それに対して、私たちCRERCが

現在開発を進めている『湿度スイング法』という手

法の場合、従来の方法と比べて必要な外部エネル

ギー量は半分もしくは３分の１ぐらいまで減らせると

見積もられています」。

　湿度スイング法においてCO2の吸着剤として使

用するのは、第四級アンモニウム基に炭酸イオン

CO3
2-が結合した高分子。それを乾かすとOH-が

でき、そこにやってきたCO2と反応して、HCO3と

いう形で吸着剤上に固定される。「その状態で吸

着剤を水で湿らせると今度はCO2が放出されて、

吸着剤も再び利用できるようになります。湿潤→乾

CRERCの最大の特色ともいえるのが、「回収」「合成」「利用」の３ユニットによる
シームレスな連携体制。各ユニットの担当教員に、自身が担う役割と研究の課題、

現在までの進捗について話を聞いた。

連携する３ユニット

　CRERCの田中センター長はもともとエンジンの

研究者だ。CRERCにおいても、キャンパス内で回

収したCO2で新たな燃料を合成し、それでエンジ

ンを駆動させるという実験をまずは実現させたいと

考えている。

　一方、「利用」ユニットの研究対象はエンジンに

留まらず、私たちの生活全般に密接に関わってくる。

吉田友紀子助教は、「エネルギー消費を減らしなが

ら、快適な生活──いわゆる『ウェルビーイング』

をどう実現するか、それをさまざまなスケールで検

証し、都市や建築の新たなデザインに落としこむこ

とが私の役目です」と話す。

　吉田助教の研究室内に並べられた複数のデスク。

それぞれのデスクには電球を内包した60cm四方

ほどの大きさの紙の箱が載せられている。「この部

屋はオフィス環境をイメージしていて、紙の箱はそこ

で働く人の表面積、発熱量を再現しています。部屋

のあちらこちらにアンテナやセンサーを設置してい

て、たとえば『ＰＭＶ計』という装置は、温度や湿度、

風の状況などを測定して、『暑い』『寒い』といった体

感の快適性を計算して表示します。風速計や、逆に

風の影響を受けない放射熱を正確に測るためのセ

ンサーなども設置しています」。（吉田助教：以下同）

　この部屋で一定期間の環境データを取得し、時

間帯や外気、窓の開閉や

滞在する場所などによる快

適さの変化を細かく把握する

のが、この実験の目的だ。「さま

ざまな条件のもとで得たデータを統

合し、『省エネ』と『ウェルビーイング』

を両立させる設計を提案していきます。精緻

なシミュレーションができれば、たとえば窓を自動

開閉することによって、エアコンの利用を最小限に

抑えるような設備の開発にもつながります」。

　さらに最近注目される視覚や嗅覚による快適性

の変化──たとえば緑の多いオフィスでは屋外と

感じることによって、快適と思う範囲が拡張する効

果については、VＲ技術を使って検証。「精度のよ

い計算結果をバーチャルセンサーと呼んでいるの

ですが、そのレベルが著しく向上しており、『デジタ

ルツイン』に近い形が実現しつつあります」。

　CRERCが掲げる5年後のキャンパスでの実装

フェーズでは、これらの研究成果を活かして、教室

の快適性実現を図り、検証していく。さらに自身の

研究として、日立市全体を対象とした１時間ごとの

CO2排出量の可視化マップの作成も手がけ、人口

の減少と集約が進む中で自然を堪能できる「快適

なまち」の実現も目指していきたい考えだ。

燥→湿潤…の繰り返しでCO2の吸着・脱離ができ

るというこの手法は、実験室レベルでは吸着・脱離

反応がしっかりと確認されています」（境田講師：以

下同）。

　そんな夢のような物質があるなら、量産してどん

どんDACを進めたくなるが、実際にはまだ性能が

高くないという。「短時間で大量のCO2を吸着させ

るためには分子レベルの設計だけでなく、フィルタ

ーの構造など、複雑な要素が絡んだ機構全体まで

最適化しなければなりません。現在その実験も進

めているところです」。

　濡らしたり乾かしたりという繊細さが重要である

ため、高温多湿な日本の環境はハンディキャップに

なりそうだが、その対策についてはだいぶ道筋が見

えてきたという。「試算をしてみたところ、東京ドー

ム20〜30個程度の規模の設備があれば、日本に

おいて船舶や飛行機といった電化しにくい部門か

ら排出している程度のCO2量を回収できることが

わかりました。日本国内各地のダムに設置すれば

十分可能な規模です」。吸着剤の性能を上げつつ、

　CO2を吸収して有用物質を作る。世界中の研究

者が追い求めているその営みを、植物はずっ

と昔からやっている。そう、実現したい

のは人工の光合成なのだ。「合成」

ユニットの福元博基教授はこの

ように話す。「たとえばCO2と

水素を反応させて、メタノ

ールのような有用物質を合

成する場合、化学反応式

で表すと単純な反応です

が、実はCO2はとても安

定である物質なので原子

同士がなかなか離れてくれ

ず、現実的には難しい。ちょ

っとやそっとの熱では分離し

ないし、そもそも熱エネルギーを

かけすぎては意味がない。そこで重

要な役割を果たすのが、CO2を『不安

定化』させて化学反応を促す優秀な『触媒』

の存在です」。　

　触媒にはさまざまな金属が使われるが、どんな

性質の金属を使い、どんな条件（たとえば温度）で

反応させれば効率よくメタノールを合成できるか、

それはまだまだ研究途上だ。液体（溶媒）に触媒

を溶かして反応させる「均一系」のアプローチだと

反応効率は良いが、後から触媒を取り出すのは難

しい。一方、金属触媒の表面で反応させる「不均

一系」のアプローチであれば、触媒の再利用はし

やすくスマートだが、反応量は限られる。

　福元教授はもともと、化石燃料を使って有用な

高分子物質を作ることを専門としていた。「その意

味で『脱炭素』はこれまでの自分の研究とは逆の

コンセプト。新たなチャレンジになっています」（福

元教授）。現在は、「回収」ユニットとも協力して、吸

着剤の改良にも貢献している。

　一方、良い触媒や条件を見つける上では、ひた

すら実験を繰り返すだけでなく、コンピューターで

シミュレーションして当たりをつけるというのも有効

な手法だ。それを担当しているのが城塚達也講師。

「私の研究分野では、通常は目に見えない10-10メー 

トルという原子の動きをPCの中で再現します。反

応効率が良い最適な条件を見つけることもできる

し、反対に実験で見られた現象を理論的に再現し

て、確認することもできます。触媒の微視的な構

造、すなわち原子レベルで触媒をいじって、CO2の 

変換効率を高めていくというような方法に対しては、

シミュレーション技術は相性がとても良いのです」

と城塚講師は話す。近年ではAIによって大量の 

シミュレーションを自動で進めることもできるように

なったという。

　しかしながら、CRERCの「合成」ユニットは、教

員の転出などでメンバーが減ってしまっているという

のが目下の課題だ。他大学に転出した教員とも幸

い共同研究は続いているものの、「茨城大学の中で

一気通貫して研究する」というCRERCの体制はや

はり維持したい。そうした中、「シミュレーション屋」

の城塚講師が、最近は自ら触媒作りを手がけ始め

たという。「これらが人生で初めて自分で作った触媒

です」と言って見せてくれたのは、「ジルコニア系」の

試薬。「鉄やニッケルを混ぜて複数種類の触媒を

用意しています。近いうちに計測も行う予定です」。

　CRERCへの参加と目標設定が、ボーダーを超

えた教員の挑戦を促しているようだ。

コストを下げると

いう努力が続く。

　CRERCの田中

センター長は、５

年後にはキャンパ

ス内にDACのプ

ラントを立ち上げ

るという目標を掲

げている。境田講

師もさまざまな企

業と水面下で接触してがんばっているところだ。「プ

ラントを作ってやるというのは、世界でもまだ

類を見ませんが、我々はかなり良いペー

スで来ています。キャンパス内で合

成や利用の検証も並行してでき

るというCRERCの環境が大

きなアドバンテージになって

います」。

PROFILE●つくば市出身。博士（工

学）、一級建築士。建築環境工学、建

築・都市デザインが専門。国立環境

研究所、名古屋大学、大阪大学、建

築設計事務所などを経て2021年に茨
城大学着任。

精緻なデータ収集とシ
ミュレーションで省エネ
とウェルビーイングが両
立する環境を設計する

理工学研究科（工学野） 助教

吉田 友紀子

取材・文：茨城大学広報室 ｜ 撮影：小泉慶嗣 

城塚講師が作製した触媒

原子の動きをシミュレ
ーション技術で予測
し、最適な触媒や条件
を導き出す。実験で見
られた現象の理論的
裏付けも。
理工学研究科（工学野） 講師  

城塚 達也

CO2を水素と反応さ
せ、効率よくメタノール
を生成するために不可
欠な「触媒」の探索と
実験検証に日々奮闘。
理工学研究科（工学野） 教授  

福元 博基

PROFILE●大阪大学大学院修了。

博士（理学）。東京工業大学助教を

経て2012年に茨城大学に着任。専

門は高分子化学、有機機能材料開

発で特許も多数取得している。

PROFILE●京都大学大学院修了。

博士（理学）。東北大学などを経て

2018年2月に茨城大学に着任。物

理化学、計算化学を専門とする。フ

ロンティア応用原子科学研究セン

ターも兼務。

外部エネルギー量が
従来の半分以下で済み、
CO2吸着剤の再利用
も可能な「湿度スイン
グ法」の確立を目指す。

理工学研究科（工学野） 講師 

境田 悟志

PROFILE●北海道大学大学院を

修了後、三菱電機株式会社に勤務。

2017年 10月に茨城大学に着任。熱

工学、流体工学を専門とし、固定高

分子形燃料電池の水輸送現象など

を研究。

まだま
だある

ぞ！

茨大
のカー

ボン

ニュー
トラル

研究CRERCが見据える未来

特集 ｜ 茨大発・気候変動対策の最前線❶

日立のまちを舞台にCO２再利用の
社会実装に取り組む分野横断チーム
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る必要がある、そう考えたんです」。

　茨城大学、気候変動、海外……というキーワー

ドを辿れば、自ずと日越大学の情報に行き着く。

茨城大学が幹事校を務めるMCCDについて知っ

た正田さんは、それまで縁のなかったベトナムに興

味を持ち始め、まずはグローバル教育センターが

提供・実施している、ベトナム・ハイフォン大学との

オンラインでの交流プログラムに参加した。このプ

ログラムでは、両大学の学生たちが、それぞれ自国

の飲食店を取材して食文化を紹介しあうような交

流活動を、２〜３カ月間にわたって展開。正田さん

はそれと並行して、ハイフォン大学の学生と１：１の

ペアを作り、自由に交流する「タンデム学習」にも

取り組んだ。ある日、ペアを組むベトナムの学生に

霞ケ浦のアオコの写真を見せて、「そっちにもこうい

うのある？」と聞いてみた。するとその学生は「農

地の周りでよく見るよ」。環境問題が全球規模でつ

ながっていることを強く実感させられた。

　大学卒業後の進路については、日越大学を含む

海外の大学も含めて考えたが、ひとまずはこのまま

茨城大学の大学院に進み、今の研究を継続するこ

とにした。「最近は炭素ばかりが注目されますが、

窒素も実は大きな環境問題。まずは湖で窒素を運

ぶ微生物の生態を明らかにして、環境改善に貢献

したいです。微生物の生態が分かれば、温室効果

ガスである一酸化二窒素の排出抑制にもつなげら

れるかもしれません」。

　正田さんは、茨城大学と気候変動、水圏環境と

のつながりを最大限活かしながら、今日も霞ケ浦

の微生物たちと向き合っている。

正田岳志さん
農学部食生命科学科 4年。来年度からは大学

院に進学予定 撮影：茨城大学広報室

　茨城大学と気候変動研究の関わりは長い。

2006年に茨城大学地球変動適応科学研究機関

（ICAS）が設立された。初代機関長は、気候変動

研究のパイオニアの１人で後に国連・IPCC（気候

変動に関する政府間パネル）の評価報告書の統括

主執筆者も務めた三村信男前学長。同年には「サ

ステイナビリティ学」を冠した学部横断の授業科目

を開設。国連でSDGsが採択されたのが2015年、

それよりも10年近くも前の動きだ。その ICASを源

流として2020年4月に発足した地球・地域環境共

創機構（GLEC）は、令和２年度気候変動アクショ

ン環境大臣表彰も受賞している。

　その初期から重要な研究フィールドとなっていた

のが、南太平洋の島しょ国や東南アジアの国々だ。

地球温暖化による海面上昇の影響が早い段階か

ら深刻化し、マングローブの植林や堤防設置によ

る防護、新たな住環境の確保といった適応策が求

められた。先進国での工業の発展に伴って排出さ

れた温室効果ガスが気候変動を起こし、インフラ

の脆弱な発展途上国がその影響を受ける。その対

策のための資金援助や専門人材の育成は、日本

を含む先進国も担っていかなければならない。日

本政府とベトナム政府の協力のもと、JICA（独立

行政法人国際協力機構）が「日越大学（Vietnam 

Japan University：VJU）」という大学を支援する

ことになったとき、修士課程の気候変動・開発プロ

グラム（MCCD）の幹事校を茨城大学が務めたとい

うのは、必然的な流れだった。

　茨城大学は幹事校として教育課程をコーディ

ネート。当初のカリキュラムでは、１つの科目を日本

の教員とベトナムの教員が半々で担当し、ICAS（当

時）の教員はもちろん、国立環境研究所の研究者

なども講師として名を連ねた。「日本国内でもなか

なか受講できないラインナップ」（関係者）。日本を

訪れるインターンシップもプログラムに組み込まれ

ている。スタートは2018年。それ以来、コロナ禍を

挟みながらも46人の修了生を輩出している。

日越大学を経て茨大大学院に留学

気候変動を学ぶ３人

　日越大学のMCCDで修士号を取得し、それが

きっかけで茨城大学大学院の博士後期課程に進

学した学生たちがいる。

　その先陣を切ったのが、MCCDの第一期生であ

るドー・ズゥイ・トゥン（Do Duy Tung）さんだ。「も

ともと製造業で働いていたのですが、あるときひど

い咳に悩まされたんです。病院ではすぐに原因がわ

からず、自分なりに調べると、どうやら大気汚染に

よるものらしい。それでさらに研究を進めたいと思

い、情報収集する中で日越大学を知りました」（トゥ

ンさん）。MCCDが適切なのか不安はあったが、

取材・文：茨城大学広報室 ｜ 撮影：小泉慶嗣 ｜ 撮影場所：茨城大学水戸駅南サテライト

JICA（独立行政法人国際協力機構）が支援している 
「日越大学」の気候変動・開発プログラム（MCCD）

で学び、その後、幹事校である茨城大学大学院の

博士後期課程に進学した留学生３人に話を聞く。

茨城大学が幹事校を務める日越大学の
気候変動・開発プログラム修了生に聞く

気候変動適応の
アジア先進地域
で学ぶ。

日越大学の気候変動・開発プログラム

日越大学で修士課程の７番目のプログラムとし

て2018年に開設。日本とベトナムの教員が英
語で講義、実習、研究を行い、修士２年次では

日本に滞在して研究交流や企業訪問、フィール

ドワークなどを経験する。茨城大学が幹事校と

して教育プログラムのコーディネートや日本国内

でのインターンシップの調整などを行っている。

　第二期生のブイ・ティ・ラン（Bui Thi Lan）さん

は理工学研究科の横木裕宗教授の研究室で学

ぶ。「日立はきれいです」というランさんは、ご主人

（日越大学に在学していた）と小学 1年生の娘ととも

に来日した。パリ協定が結ばれた頃から気候変動

の問題への関心を強めた。「できればもう数年は日

本に滞在して、将来的には気候変動に関わる何ら

かの機関で働きたい」というランさんだが、当面の

目標は「修了できること」と苦笑いを見せた。

　茨城大学の博士後期課程の授業はほとんど日

本語で開講されているため、正直苦労や不安も

多い。大学内で日越大学関連の業務を担当する

GLECの教職員たちも懸命にサポートしている。

MCCDの修了生同士のコミュニティーも日本・ベト

ナム両国内で生まれているようで、SNS等で日常的

に情報交換もしているそうだ。

　トゥンさんは、「私自身ははここで知識を得たこと

で、将来への恐怖感が薄らぎました。修士号を取得

したという安心感もありますし。ベトナムの研究機

関のレベルは世界的に見るとまだ途上。日越大学を

はじめとする高等教育の充実によって、世界に散っ

てしまっている優秀なベトナム人研究者が母国に

戻ってきてくれたらと思っています」と語ってくれた。

ブイ・ティ・ランさん　
理工学研究科博士後期課程複雑系システム科

学専攻１年

日越大学の存在を通じてベトナムに興味

国際交流で環境問題の連鎖を実感

　農学部食生命科学科４年生の正田岳志さんの

フィールドは霞ケ浦だ。小さい頃に千葉県の自宅か

ら通い、釣りを楽しんだ。大好きなタナゴの減少に

水圏の環境問題が関わっていると知り、それを深く

研究したいと思って茨城大学の農学部に進学。現

在は西澤智康教授の研究室で湖沼の窒素負荷や

温室効果ガスの発生に関わる微生物の生態につ

いて研究している。年に数回はGLECの水圏環境

フィールドステーションの水質調査のボートにも同

乗させてもらう。

　そんな正田さんが気候変動の問題を意識し始め

たのは、３年生の前期、西澤教授の授業がきっか

けだった。「微生物の環境応答が気候変動に大き

く関わっているということを人類は知るべきだ、と

いうメッセージを世界の微生物学者のグループが

2019年に発信したんです。水圏の環境について勉

強したくて微生物には興味があったのですが、その

メッセージを授業で知って、気候変動のことをもっ

と知らなきゃいけないって思いました」（正田さん）。

　それは正田さんにとって、文字通り世界が広がっ

た瞬間だった。「気候変動は全球の問題ですから、

狭い視野でいては駄目ですよね。海外にも目を向け

ターンシップのことだ。来日する直前、水戸周辺は

台風19号の上陸で大きな被害を受けた。マイさん

たちは災害ボランティアへの参加を申し出、茨城大

学のメンバーとともに水戸市内のボランティアセン

ターのコーディネートのもと、家屋の清掃作業など

を手伝った。その際目にしたシステマチックな災害

復興の仕組みに驚かされた。「日本の復興技術は

素晴らしいと感じました」とマイさん。「修了したらベ

トナムに戻り、母国の農業に貢献したいです。土壌

汚染が進んでいるので土壌改良は喫緊の課題です

から」と話す。可能であれば博士後期課程修了後

も数年間は日本に滞在し、気候変動に関わる機関

で働きたいという。

ブイ・ハイン・マイさん
東京農工大学大学院連合農学研究科１年（茨

城大学配置）

JICAが関わっているというのは安心材料になった。

ドー・ズゥイ・トゥンさん
理工学研究科博士後期課程複雑系システム科

学専攻 2年

　幸いなことにMCCDのプログラムディレクターを

務める理工学研究科（理学野）の北和之教授の専

門が大気化学だった。トゥンさんは授業を通じて北

教授の研究分野に関心をもち、MCCDを修了した

１年半後、茨城大学大学院理工学研究科の博士

後期課程に進学。現在も研究を続けている。

　トゥンさんと同じくMCCDの第一期生だったブイ・

ハイン・マイ（Bui Hanh Mai）さんは、ベトナム国

内のNGOの活動に参加する中で気候変動の問題

に関心をもった。現在は阿見キャンパスで成澤才

彦教授の研究室に所属している。マイさんの印象

に強く残っているのが、2019年秋の日本でのイン

特集 ｜ 茨大発・気候変動対策の最前線❷
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現在進行形クロストーク

結局、何のために
勉強しているかに
帰着するのだと 
思います

その分別がつく
年齢が、大学生
あたりになります
よね

世界に衝撃を与え、 利用が急速に
広がるChatGPT。自然言語処理・
機械学習を専門とする新納浩幸教

授がその技術について解説し、道

徳教育などを専門とする宮本浩紀

助教を交えてのクロストークで、教

育に関する課題などを考えました。

ChatGPTの
インパクトをかんがえる。
生成AIと教育、 コミュニケーション

PROFILE ｜ 1961年生まれ。1987年東京工業大学大学院情報

科学研究科修了（修士）。富士ゼロックス株式会社、松下電器産業

株式会社を経て、1993年茨城大学工学部に着任。1997年博士（工
学）を取得後、現在に至る。専門は自然言語処理、機械学習。

理工学研究科（工学野）教授

新納 浩幸 

PROFILE ｜ 1986年生まれ。2016年早稲田大学大学院教育学

研究科博士後期課程を単位取得満期退学。信州豊南短期大学専

任講師などを経て2019年4月より現職。教育学研究科助教も兼ね
る。専門は教育方法論、道徳教育、教育哲学。趣味は映画鑑賞。

全学教職センター 助教

宮本 浩紀 

宮本   私はChatGPTを先日インストールして試

してみたくらいの門外漢ですが、新納先生の報告に

よると、ChatGPTは、関数の中身がよく分からな

いけどうまく動いているということですよね。私の分

野では、子どもがなぜ理解できるか、学習できるか

というメカニズムを一応想定して教育モデルを作る

んですけど、ChatGPTの場合、そこがわからない

ままの状態だということですか。

新納   ええ、機械学習の場合、人間が学ばせて

いたモデルの作り方自体が古くなってしまって、それ

だと限界があるということですよね。

宮本   以前は、人間が「教師データ」を入力する

ことでAIが判断していたのが、それをまったくやらな

くても、AIが勝手に学ぶようになったんですね？

新納   そうですね。文字の場合は言語モデルと

いう仕組みが使われていますが、膨大な学習データ

をもとに、文の前に使われた言葉から次にくる単語

の確率を割り出して次々に予測していくわけです。

宮本   私がChatGPTを使ってみた印象として、

〇〇ですが～、〇〇なので～といった従属節を持

つ文がそれほど出てこなくて、短い文が多い印象を

持ちました。

新納   そう…かもしれないですね。その方がより

自然になるという戦略なんでしょう。結局、組み合

わせの問題になるので、次に来る単語はこの単語に

なるのが一番確率的には高いけど、その単語を選

ぶと、後の方で非常に確率が低い単語しか選べな

くなってしまう、といった判断をする仕組みなので、

その時に生成する文全体が自然になるような組み

合わせを選ぶんですね。常に一番確率の高い単語

だけを選んでいるというわけではないんです。候補

を残しながら選んでいくという感じです。

宮本   なるほど、だから、ChatGPTの答えは、

全体としてなんとなく納得がいくような印象を受け

るようになっているわけですね。

人間が書く文章は、
実際はそんなに滑らかじゃないんです

宮本   ChatGPTは、たとえば答え方をある特定

の人に似せるようなこともできると聞いたのですが、

そのあたりの仕組みはどのように？

新納   大枠で言えばそれも言語モデルです。そう

いう指示があった時にはこういう文が最適だと判断

して生成するということですね。

宮本   そうすると、例えば、私や新納先生が喋る

内容を録画とかテキストで残しておくと、我々が死

んだ後でも、まるで我々が話すようにChatGPTに

語らせることもいずれできるようになるでしょうか？

新納   できるんじゃないでしょうかね。ただ、内

容的にさほど面白くはならないと思います。ちょっと

話がそれるかもしれませんが、ChatGPTが出た時

に、生成AIが生成した文なのか、本当に人間が書

いた文なのかを識別させるような研究もされていた

んですね。ChatGPTは入力内容に対して、確率

が極力高いような文を生成するので、結局そこらへ

んのニュアンスで特徴が出てしまうんです。逆に人

間が書くと、実際はそんなに滑らかじゃない。だか

ら、あまりに滑らかだと、そこは人間らしくないって

いうことになるんですね。

自分でできる、考えられるということが
どこかで必要になってくる

宮本   最近、専門学校や大学で授業をしている

と、「なぜChatGPTで答えを出すのが駄目なんで

すか？」と聞かれることが増えてきました。そうなる

となんかもう駄目という理由を考えるのも面倒くさく

て、それこそChatGPTに答えを聞きたくなっちゃ

う（笑）。もう利用を解放するしかないのではないか

と。解放した上で何をするのかということを、教え

る側も、学生たちも考えなきゃいけない。最終的に

は自分でその問いを持つことが大事なのだと思いま

す。ChatGPTに何を聞くかを考えることも、けっこ

う頭を使いますしね。

新納   結局、それは昔から言われている問題と同

じかもしれません。例えば他人のレポートをコピー

して提出するとか、カンニングをするとか、楽をする

ことと同じなんですよね。研究室の学生にはいつも

言っていることですが、結局プロ意識があるかどうか

です。例えば、英語を話せるようになりたくて英会

話学校に何万円も払って通っていて、出された宿題

をChatGPTや翻訳機を使って書いて提出して、よ

くできましたって言われても、意味がない。結局何

のために勉強しているかということに帰着すると思う

んです。学ぶ目的がはっきりしていれば、ChatGPT

を使うか使わないかは、その人自身でわかることな

んじゃないかなって。

宮本   たぶんそういったことへの分別がつく年齢

の区切りが、ちょうど大学あたりにあるんじゃないか

と思います。大学生であれば、自身の興味関心が

ほぼ決まっているでしょうから、ChatGPTの使いか

たも自分で決められるということになるでしょうね。

新納   結局、自分でできる、考えられるということ

は、どこかで必要なんですよね。例えば、今の時代、

三桁×三桁の掛け算の式を紙に書いて計算する人

なんていないでしょう。みんな電卓を使いますよね。

けれど、「やってみて」と言ったときに、工学部の学

生だったら、たぶんできます。それができなくなるこ

とは大変な問題です。必ず知っておかなきゃいけな

いということはあると思います。たとえChatGPT

に全部答えてもらうとしても、実際にやれば自分だ

けでもできるということが、非常に大事だという気が

しますね。

6月14日（水）茨城大学水戸キャンパス
図書館本館3 階ライブラリーホール
企画： 茨城大学広報室 

茨城大学研究・産学官連携機構

構成：茨城大学広報室・笠井峰子 ｜ 撮影：小泉慶嗣

　AIは、大まかには「人間の知能をコンピューターで実現

する技術」と言えます。これを数学のように定式化すると、

まず「入力」があって、知能の部分がブラックボックスのよ

うになっていて、そこから何か「出力」がある。そのブラッ

クボックスの中の関数が、AI＝人工知能というわけです。

　人工知能の分野はとても広くて、機械学習はその一

部に過ぎないのですが、今は人工知能＝機械学習のよ

うになっています。機械学習の研究は1980年代ぐらい

から始まりました。入力と出力のデータのペアを大量に

集め、そこから自動的にブラックボックスの関数を推定

する、それが「機械学習」です。私の専門の自然言語の

分野でいえば、日本語の文の主語の助詞が「が」になる

か「は」になるかは、日本語を母語とする人なら間違えよ

うがありません。説明するのは難しいけれど、そこには結

局何か規則があるわけです。ではどこに注目すれば区

別できるのかという、その規則や特徴をAIが自動的に

学習することができるようになった、それが2012年に登

場したといわれるディープラーニングです。その意味でこ

のモデルはもう人間の能力を超えています。

　ChatGPTは、文生成のタスクに対するモデルです。

テキストを入力すると別のテキストが出てくる、その間に

あるブラックボックス＝関数が、ChatGPTです。実はこ

ういった生成系タスクの関数には、本質的には2017年

にGoogle社が発表した「トランスフォーマー」という画

期的なモデルが共通して使われています。ChatGPTの

Tもトランスフォーマーの略です。その登場が大変なブ

レイクスルーになりました。

　これを使うと、生成する文がどんなに長くてもかなり

正確に言葉を推定できるようになる。さらに、2020年

にOpenAI社が発表したスケーリングロウという論文で

は、このトランスフォーマー系のモデルは、モデルの規模

を大きく複雑にして学習させればさせるほど、モデルの

性能が上がっていくという性質が示されました。モデル

の大きさや複雑さは、パラメータの数で表されます。直

線は傾きと切片という２つのパラメータで式が決まります

が、関数が複雑になると、そのパラメータ数が増えてい

く。OpenAI社が発表した最初の大規模言語モデルで

あるGPTでは、パラメーターの数が約 1億 1,700万個あ

ったようです。とんでもない数です。また2020年に発表

したGPT3では、約 1,750億個のパラメータが存在しま

す。さらに、ChatGPTのパラメータは1兆を超えている

ともいわれています。もちろん公開されていないのでわ

かりませんが、超巨大モデルであることは確かです。この

ことから、この分野の研究は、もはや巨大な資本を持つ

大企業にしかできなくなってしまっていると言えます。

　ChatGPTというのは、このように、入力文に続く文

章が全体として最も自然な文章になるように文を作る、

超巨大な言語モデルです。ひとつのツールとしてとても

便利なのは確かですから、積極的に使うべきだと、私は

思っています。

　ただ、ツールとして使用する場合、いろいろと注意点

はあります。まず、「ハルシネーション」。何か間違ったこ

とを言ったり、バイアスのかかった内容を生成すること

がある。それから「プライバシー」の問題。ディープラー

ニングに使用されるデータの一部に個人情報が含まれ

ている可能性がある。そして「コンタミネーション」、デー

タ汚染です。誤った情報もどんどん拡散してしまう。た

だ、私たち自然言語処理を専門とする者の意見として、

ChatGPTはもともとChat、あくまで対話システムなん

です。人間の現実の対話も実は同じようにほとんどがハ

ルシネーションだという研究結果もあります。

　一部のAI研究者には、ChatGPTはこれまでに人

類が発明してきたツールとは違って、新しい形の知能

だと指摘する人もいます。確かにChatGPTは、普通

の人間よりは“頭がいい”。自分の専門の分野以外で、

ChatGPTの知識に勝てる人はいないでしょう。しかも、

中の動作がどうなっているか分からないし、何を入れた

ら何が出てくるかもう誰にも分からないような形になっ

基調報告

「 ChatGPTとは何か 
─ 自然言語研究者から見て 
思うこと」 新納浩幸

ている。さらに重要なことに、人間の知能、人間がいろ

いろと覚えて学習したことは簡単にはコピーできないの

ですが、ChatGPTは原理的にはいくらでも複製できる。

人間よりも優れた知能が大量に出現してきたときにどう

なるのか、それを危惧する人たちもいます。特に悪用さ

れる場面を考えると、確かに怖いですよね。

　加えて、よく言われるのが、人間がボット化してしまう

という懸念です。わからないことや面倒なことは全部

ChatGPTに聞けばいいということになると、結局、人

間はChatGPTの指示に従うだけの存在になってしまう。

人にとって覚えること、学ぶことはどういう意味があるの

か──突き詰めれば、教育とは何かが問われている。そ

して、人工知能や自然言語処理の研究を長く続けてき

た私のような者としては、結局、人間と機械は何が違うの

かという問いに行き着きます。違いは確実にあるはずで

す。ChatGPTの登場を機に、AIの研究が次なるステー

ジに移ったのだと、私は考えています。
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イバダイと地域力
───知でつながるコミュニティ

常陸大宮市×人文社会科学部

　今年（2023年）３月、本文857ペー

ジに及ぶ分厚い『常陸大宮市史 資料

編２ 古代・中世』が刊行された。『常

陸大宮市史』としては、植物や岩石な

どの自然誌をまとめた前年の『別編２ 

自然』に続く第２弾。今後、近世、考古、

近現代の資料編、さらに通史編や民

俗をまとめた別編など、2031年度まで

刊行が続く計画だ。

　「平成の大合併以降、自治体の財

政状況も厳しくなっている昨今におい

て、ここまでのボリュームの市史をまと

めるというのは茨城県下では初めてだ

し、全国的にも珍しいんじゃないです

か」。そう語るのは、常陸大宮市史編

さん委員会の委員長を務める、茨城

大学人文社会科学部の高橋修教授。

同委員会が発足して計画を作り始めた

2014年度から数えると約20年を見通

す壮大なプロジェクトだ。歴史学者と

して丹念に史料を整理し、解釈をつけ

ていく。「100年後に資するものにしな

ければ意味がない」（高橋教授）。委員

長らのこの進言を当時の三次真一郎

市長は尊重した。

　「郷育立市」を掲げる常陸大宮市は

特に教育や文化を大事にしてきた自

治体だ。この理念を引き継ぐ鈴木定

幸現市長のリーダーシップも大きい。 

それでも市教育委員会で市史編さん

を担当する髙村恵美さんは、「長い時

間がかかる市史編さんに一緒に取り組

む覚悟を示してくださった高橋先生の

　また高橋教授は「地元の人の関心

が涵養されてきている」とも話す。実

際、市史編さん委員会や文書館が開

く歴史講座は、毎回多くの市民でにぎ

わっている。公共交通機関のない山中

の公民館が会場であっても、駐車場に

は多くの軽トラックが押し寄せ、300人

もの来場者が当たり前のように集まり、

入場制限をかけることも。

　ここでも市職員のみなさんの地道

な取り組みが大きな役割を果たしてい

る。「ある程度の年齢になると歴史に

興味を持ち始める方が多いんですよ

ね。その需要が高まったタイミングで

高橋先生が市に関わるようになったん

です」（髙村さん）。

　高橋教授が常陸大宮市に関わるよ

うになったのは、茨城大学着任の翌

年、当時の人文学部と同市との間で 

連携協定が結ばれた2005年のこと

だ。以降、戦国時代に山城が築かれ

ていた旧美和村・高
たか

部
ぶ

地区の調査など

に住民の方 と々ともに関わった。その

後高部では住民主体で調査やPR冊

子の制作、ヒストリーツアーの実施な

どが行われている。今回刊行された市

史の「古代・中世」巻では「城郭」とい

うテーマでひとつの項を割き、105も

存在は心強かった」と振り返る。一方、

その高橋教授は、「大学院を修了した

職員が長年地道な調査を続けていて、

土台としての基礎整理がよくできてい

るということが大きい」と語る。

　髙村さんをはじめ、その作業を担う

常陸大宮市の職員には、茨城大学で

歴史を学んだ卒業生・修了生も多い。

杉浦果奈さんもその一人だ。「大学の

先輩たちが常陸大宮市役所に入って

文化財関係の仕事をしていることを知

り、採用面接のときに自分も関わりた

いと言いました」。向こう約 15年の市

史編さんプロジェクトの存在は、今後

も専門人材を引き寄せるブランドにな

るだろう。

の城跡を紹介しているが、「それらを網

羅する上で市民の方々の力は不可欠で

した」と高橋教授は語る。

　また、自分のルーツを求め、家系図

などの資料を探しに文書館を訪れる

方は多い。「高橋先生はそういう方々

に対して、学生と接するのと同じよう

に、こういった文献、こういう施設をあ

たってみてはどうかなどのアドバイスを

してくださるんです」（髙村さん）。

　そんな常陸大宮市の住民の「ルー

ツ」を語る上で、かつてこの地域を治め

た佐竹一族との関わりを外すことはで

きない。「古代・中世」巻も佐竹の歴史

が核となっている。なかでも重視されて

いるのが「部
へ

垂
たれ

の乱」（1529〜1540年）

だ。これは佐竹家の当主・義篤と、そ

の弟で、現在の常陸大宮市街地に築

かれた部垂城の城主だった部垂（宇

留野）義元との間で勃発した争い。周

辺の一族も巻き込んで、争いは12年に

も及んだ。結果は義篤が勝利したが、 

部垂氏に与した小場氏らは滅亡を逃

れ、佐竹家が秋田へ国替えさせられ

た江戸時代には、その一族が重臣とし

て取り立てられていたりもする。やはり

本学卒業生で現在は文書館に勤めて

いる高橋拓也さんは、「佐竹家の争い

として有名な『山入の乱』が外部の力

を借りて収めるしかなかったのに対し、

その後の部垂の乱は自分たちで克服

したという点で、佐竹氏が戦国大名と

なる上でより重要だったと考えていま

す」と言う。「部垂氏」が「佐竹氏」に

なっていたかもしれないこの争いの形

跡は今にも残り、それも住民のルーツ

探しの関心に拍車をかける。

　「歴史を知ってかつてその地で起こっ

た出来事や繁栄のあとを見出だすこと

ができると、そこで生きていく意味を自

分たちで語れるようになるんです」と高

橋教授。「我々の役目はそこにエビデン

スを与えていくこと。人間が現実に展開

した宇宙の方が、作り出した架空の物

語より絶対に面白いんですよ」。

左から市職員の中林香澄さん、高橋拓也さん、高橋教授、市職員の杉浦果奈さん、髙村恵美さ

ん。一番右の平山太市URAも常陸大宮市出身だ。

「歴史資料をみんなの宝だと思ってもらうことが継承の鍵」と高橋教授

常陸大宮市で、2031年度までを見通す
壮大なる市史編さんプロジェクトが進行中。

それを可能にする地域力と茨大の関係とは──

取材・文・撮影：茨城大学広報室 　　　　　　　　　　　　　

　大学で心理学を学んだ後、IT系の

企業に就職。「結婚して、子どもを産

んで、家族を支えて生きるのかな」とい

う漠然なイメージを持っていたが、就

職から２年後、仕事を辞めて韓国へ

飛んだ。

　かつて姉妹を訪ねて滞在した米国

で多くの韓国人留学生たちと交流し、

韓国の若者への興味が高まっていた。

「彼らは恋愛では日本よりもずっとリベ

ラルに見える一方で家族文化は保守

的。そして日々熾烈なプレッシャーの

もと勉強に駆り立てられている。こうし

た韓国社会の構造を解き明かしたい」

との想いから、語学学校と韓国語講

師養成講座を経て、ソウル大学校の

国際大学院に進学。ソウル大学校を

卒業した女性たちへのインタビュー調

査を行う中で、笹野講師自身もキャリ

アを熟考し、専門職として自立して生

きる道に進むことにした。

　飛び込んだのは、ソウル大学校社

会科学大学院の博士課程で、「圧縮的

近代」という理論を提示して家族、生

涯、政治経済を論じていたチャン・ギ

ョンソプ（張慶燮）教授の研究室だっ

た。しかし先輩からは衝撃的な言葉を

聞かされる。「ここでは博士号をとるま

で平均 10年はかかるよ」。その言葉は

嘘ではなかった。チャン教授は学者肌

で、指導らしい指導はほぼしない。博

士論文のトピックを提案しては、ただ

駄目出しを食らう日々。どうすれば良い

かは教えてもらえない。

　そんな中、人口学を専門とする他の

若手教員から「子供の人口変動による

社会的波及効果に関する研究」という

テーマの研究プロジェクトに誘われる。

「先行研究を紐解くと、ほとんどの文

献では日本と韓国の少子化を、保守

的な家族文化という共通点から説明

する研究ばかりだったんです。それは

自分が感じ取っている姿とは違う。で

もその違いを見せるツールがその時点

ではなかったんですね」。

　そこで大学時代に学んだ心理学か

らヒントを得て、人びとの価値観に焦

点を当ててみることにした。価値観に

関する国際調査データを用いて、世代

ごと、ジェンダーごとに分けて分析。す

ると、韓国社会における世代間の圧倒

的な差異が顕わになった。「上の世代

は驚くほど保守的な世界を生きていま

すが、若い世代は日本よりもジェンダ

ー平等志向なんです」。ところがその

偏差を無視して「平均値」で見ると、

日本とほぼ同じか、やや保守的に見え

る。平均値で韓国の姿を見ると世代

間の差が見えなくなるのだ。

　この結果をチャン教授に見せると、

「面白い」と言ってくれた。８年目にして

初めて教授がくれた「YES」だった。

性別役割分業規範、結婚価値、子ど

もの価値……複数の視点から分析し、

韓国では保守的な価値規範というより

も、圧縮的近代によって生じた価値観

の世代間ギャップ自体が出生率低下

に影響していることを示した。約300

頁の韓国語の論文を書き上げた頃に

は、噂どおり進学から10年の月日が

経過していた。

　超高学歴社会となった韓国では、ソ

ウル大学校で博士号を取得しても安定

したポストを得るのが難しい。折よく

茨城大学での採用が決まり、2022年

9月、水戸の地に足を踏み入れた。こ

の夏はオープンキャンパスなどで高校

生向けの講義も担当。「韓国の大学院

で勉強をし直すことで社会構造や女

性の置かれている立場に気付いたの

で、学生たちが今後の生き方、進路選

択を真剣に考えるきっかけとなる授業

づくりを心がけています」。

　韓国の出生率は0.78（2022年）。最

近は台湾や香港、シンガポールといっ

た東アジアの他の地域の研究者との

連携も広げているが、これらの地域も

「圧縮的近代」を経験し、出生率の加

速度的低下は韓国と同じような状況

だという。「少子化も未婚も地方消滅

も、もはや日本だけの問題ではありま

せん。欧米の経験に基づく分析枠組

みを導入するだけではなく、欧米とは

異なる近代化を辿った東アジア地域の

比較研究を通じて、少子化を捉える新

たな視座を提供することに貢献したい

です」。

PROFILE

笹野 美佐恵（ささの・みさえ）

人文社会科学部  講師
静岡県生まれ。2004年上智大学卒業。
2021年8月にソウル大学校社会科学大学院
で博士号を取得。ソウル大学校アジア研究

所の研究員を経て2022年 10月に茨城大学
に着任。担当授業は家族社会学、ジェンダー

の社会学など。

研究に恋して
人文社会科学部  講師  笹野 美佐恵

韓国での世代間における価値観の圧倒的な

ギャップを分析し、出生率低下の真の理由を解明。

その研究をもとに日本やアジアにおける

少子化研究に情熱を注ぐ。

COLUMN

（左）恩師のチャン・ギョンソプ教授の著書にはメモと付箋がびっしり
（右）10年かけて取得した博士の称号記

ACADEMIA  IBADAI 知のプラットフォームとしての

茨大のよりディープな側面を、

さまざまな視点からご紹介します。

ようこそ、茨大の最深部へ ｜ アカデミア IBADAI

取材・文：茨城大学広報室 ｜ 撮影：新垣宏久

COLUMN
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茨大生100人アンケート！
第２回「茨大生のお金事情」を徹底調査 ! !
茨大生は節約家？ 浪費家？

茨大からバスで10分、徒歩で25分

ほどの距離にある閑静な住宅街に、

モダンなスタイルの和菓子カフェがあ

ります。つくりたての美味しい和菓子

と居心地のよい空間を求めて、休日

には県外からも多くの人が訪れるとい

う、その人気の理由を取材しました。

「菓匠にいつま hanare」は、

約60年の歴史がある本店 

「菓匠にいつま」から100メートルほど

離れた静かな住宅街にあります。本

店から歩いていける距離にあるので

「hanare」と名付けられたこの店は

2020年にオープン。県内はもちろん 

のこと、都内でもあまり見かけない、

和菓子をモダンな空間の中で落ち着

いて楽しめるカフェです。店長の新妻

優友（にいつま ゆうすけ）さんにお話

を伺いました。

　お店のコンセプトは、「できたての

和菓子を食べてもらうこと」。とくに店

の看板商品のどら焼きは、注文を受

けてから作るため、焼きたての皮のカ

リッとした食感を楽しむことができま

す。お菓子がディスプレイされたカウ

ンターには、ほかにも季節を表す美し

い和菓子が並びます。とくに上生菓子

は、２週間に一度デザインを変えて提

供しているそうで、上生菓子の新作を

求めてお店に来られる方も多いそう。

　和の要素を取り入れながらも、モダ

ンであたたかみを感じさせる空間づく

りも、この店の大きな魅力です。新妻

さんは、「木を基調とした内装にして、

年月に伴う色の変化を店の味わいと

して生かしていくこと」を意識したそう

です。笠間焼きを中心にした器類や、

さりげなく飾られた生花や観葉植物、

ちょっとした庭園を想起させるような

テラス席など、店全体で季節感を存

分に堪能できるつくりになっています。

店の奥には畳のスペースもあるので、

お子さま連れの方も安心してこの空

間を楽しむことができるそうです。

　普段は和菓子を食べない方でも、

ゆったりと心地よく過ごせるお店です。

ぜひ一度足を運んでみてください！

茨大ほっとステーション
茨大生の暮らしを支える熱血茨大サポーターズをご紹介！

茨大生への愛があふれる「割引支援チケット」制度

茨大前食堂とうけい
和菓子のおいしさ、美しさをモダンな空間で堪能する

菓匠にいつま hanare

茨大から徒歩５分のところにある

「茨大前食堂とうけい」。茨大生の食

を支援するための独自のシステムに

は、教職員やOBOG、地域を巻き

込んで、皆で学生たちと交流し、支

援しようという店主・夏堀さんの熱い

想いが感じられます。

茨城大学正門から徒歩５分、香

陵住販の入るビルの２階にあ

る「茨大前食堂とうけい」。大学から

近く、おいしく、何より安い。から揚げ

からオムライスまで、アラカルトに料

理を提供する街の食堂です。

　お店をオープンしたのは2021年の

10月。「未来を担う学生に食の支援

として美味しい料理を食べてもらいた

い」という想いからお店が開かれまし

た。2021年のオープンから二度の休

業を重ね、店長がその度ごとに変わ

ってきました。夏堀好誠（なつぼり こ

うせい）さんは３代目の店長です。５

月のリニューアルオープンでは夏堀さ

んの着任と同時にグランドメニューを

一新し、定食メニューを充実させまし

た。夏堀さんは、「様々な学生と交流

し新しく関係性を築いていきたい」と

話します。

　とうけいには食の支援のひとつとし

て、開店当初から引き継がれる「学

生限定割引支援チケット」があります。

学生を応援したいと思う茨城大学の

教職員やOBOGといった様々な人か

ら支援金を募り、学生だけが使える

200円分の割引チケットとして提供さ

れる制度です。利用した学生は支援

者へメッセージを書きお店に残し、支

援者はいつでも目を通すことができ

るよう、とうけいに保管されています。

チケットを使うと限定 10食の日替わ

り学生ランチが400円ほどで食べら

れることから、「お腹いっぱい食べら

れました」と実際に利用した学生はう

れしそうです。ランチタイムには学生

ランチのほかに定食メニューもあり、

お店自慢のとろっとたまごのオムライ

スとジューシーで食べ応え抜群のげ

んこつから揚げは必食の一品です！

お店自慢のオムライスは、デミソースだけでなく和風ソースやホワイトソースも選べます。
新たな好みに出会えるかも…?!

奥ゆかしさを感じるモダンな外観。日本茶のほか、和菓子に合うコーヒーを楽しめるのも
魅力です。「SNSからインスピレーションを受けて、アレンジを加えて新しいものを提供し 
ていきたい」と新妻さん

取材・文：藤原七花（人文社会科学部２年）、柴田芽依（同１年）、谷口瑞輝（教育学部２年）　　　　　　　　　　　　　取材・文：河上小夏（人文社会科学部２年）、朝倉久瑠美（同１年）、三林春希（工学部２年） ｜ イラストレーション（P12-P15）：盛島琉那（人文社会科学部３年）

SHOP DATA    茨城県水戸市堀町2160-3／9:00〜18:00・月曜定休SHOP DATA    茨城県水戸市袴塚3-6-26 2F／11:00〜14:00・17:00〜20:00・土日祝定休

茨城大学広報紙「イバダイバーズ」の後半（P12~P15）では、茨大広報学生プロジェクトのメンバーによる記事をお届けします。

現役の茨大生たちが、自分たちが発信したいテーマについて議論し、自ら取材をしてつくりあげた記事をお楽しみください。

調査方法 Microsoft Formsによる
Web調査

調査期間 2023年6月1日〜6月7日

回答者の
所属学部
内訳

人文社会科学部60名/教育
学部15名/理学部17名/工学
部30名/農学部12名/その他
4名

回答者
学年内訳

1年 30名/2年 54名/3年 34
名/4年 17名/大学院生3名

Q3 1ヵ月の

水道光熱費は？Q1 1ヵ月の食費は？ Q2 1ヵ月の家賃は？

Q5 1ヵ月の交際費は？Q4 1ヵ月の交通費は？

2.5万円以上
3万円未満

1万円以上
2万円未満

1万円以上
2万円未満

4万円以上
4.5万円未満

1.5万円以上
2万円未満

5千円未満

1万円未満

3万円以上
4万円未満

3万円以上

3.5万円以上

4万円以上

4.5万円以上
5万円未満

2万円以上

3万円以上
3.5万円未満

2万円以上
3万円未満

2万円以上
3万円未満

5万円以上

この企画では茨大生の実態に迫るべく毎号テーマを設定してアンケートを実施し、

その結果を大公開しています。第２回のテーマは「茨大生のお金事情」。

アンケート調査にご協力くださった138名の皆さん、ありがとうございました！  

私たち茨大生の生活を支えてくれている学内外のさまざまな人物にインタビュー。

茨大生との関わりや想いなどを伺いました。
Nanaka
Fujiwara

Mei
Shibata

Mizuki
Taniguchi

　１ヵ月の食費を１万円未満に抑えているという農学

部２年の野村香瑚さんは、「スーパー以外に八百屋さ

んにも行き、より安い食材を探している」とのこと。ま

た「授業や実習で農場へ行くうちに、有機野菜や無

農薬の野菜を購入するようになった」という回答に、

健康や環境にも気を使って自炊をしているという印象

を受けました。「自炊を気軽に始めたい方はまず、和食

を中心とした献立にするのがおすすめ」だそうです。

　また、野村さんは光熱費にも気を遣っていて、課題

に取り掛かるときは図書館を利用したり、扇風機など

の電化製品のコンセントをこまめに抜いたりする工夫

もしているそう。「帰省時には冷蔵庫を空にしてコンセ

ントを抜くといいですよ」とのアドバイスももらいました。

　工学部２年の佐川光さんは、大学のサークルでバン

ドをやっているとのこと。楽器、スタジオ、周辺機器な

ど、何かとお金がかかるようで、多い人だと30万円以

上かける人もいるとか。佐川さん自身はドラム担当で、

自宅練習が難しいためまだドラムを購入しておらず、初

期費用は浮きましたが、練習のためにスタジオを借り

るので、そこで出費がかさむようです。アルバイト経験

はまだないとのことですが、後輩に促され、近いうちに

面接を受けに行く予定だそうです。

　交通費に関してインタビューに応じてくれたのは、人

文社会科学部４年の綱川貴大さん。入学当初は栃木

県の実家を離れて１人暮らしをしていたのですが、「大

学２年生後半から車通学になった」そうです。交通費

は１ヵ月に２〜３万円とかなりかかっていますが、「コロ

ナ禍で対面授業が少なかったので、実家のほうが楽

だと気づき、早々に一人暮らしをやめました」とのこと。

電車で通学していた頃は、片道２時間を「Netflixで

ダウンロードした映画を観て」過ごしていましたが、今

は車通学になり、車中でラジオを楽しんでいるそうで

す。もし交通費が浮いたら何に使いたいかという質問

に対しては、「音楽編集が好きなので作品を作る費用

に充てるか、お笑いや漫画のようなエンターテインメン

トに使いたい」と笑顔で答えてくれました。

　インタビューに応じてくれた３人からは、無理せず

に、自分が満足度を高めたいところにはお金をかけて

いく、という自然体な姿勢が共通して感じられました。

　全体の集計結果としては、食費の平均額が全国の

平均額の2.4万円（大学生協調べ）より下回っていて、

茨大生はなかなかやりくり上手であることが分かりまし

た。一方で交通費に関しては、全国の平均額の約８千

円（大学生協調べ）を上回る「１万円以上」と答えた人

が全体の３分の１以上いるという結果になりました。

　物価高、値上げラッシュが続く昨今ですが、「ケチ」

らず、あくまで「倹約」しようという心持ちで、これから

も有意義な大学生活を送っていきましょう！

1万円以上
1.5万円未満

26%
3万円以上
3.5万円未満

27% 5千円以上
1万円未満

49%

5千円未満

42%
5千円未満

37%

1.5万円以上
2万円未満

22%
3.5万円以上
4万円未満

27%
1万円以上

1.5万円未満

30%

5千円以上
1万円未満

23%
5千円以上
1万円未満

30%

2万円以上
2.5万円未満

20%
3万円未満

16%

13%

19% 19%

15%

8%

10%

5%

3% 5%

2%

2%

7% 3%

12%

11% 9%

8%

Kurumi
Asakura

Haruki
Mitsubayashi

Konatsu
Kawakami
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先生、いいですか?
〜茨大教員の素顔を調査！〜
茨大教員約600人の中には意外な趣味や特技を持つ人物が…?!

触れ合うために着ぐるみを着てみたいとも思ったり

します（笑）」

留学や観光大使、コスプレなど活発に学生時

代を過ごされていたんですね。

「実は４年生になると、授業がほとんどなくなるの

で家にいる状態が続いてしまって、このままだと孤

独な人間になるんじゃないかと不安だったんです

よね。誰かの記憶に残っていたいというのと、健

康な生活をするためにもい

ろいろと活動するようにして

いました。今も、みなさんの

記憶に爪痕を残せるような

ことをしていきたいなと思っ

ているんですよ」

「あまり良いパパではないかもしれないです（笑）。

土日は大学に来て実験や研究をすることが多い

のでなかなか公園に出かけたりはできないのです

が、家で一緒に植物を育てたり、休みの日に山に

行ったりすることがあります。子どもはゲームの方

が好きなようですけれど」

学部生のときはどのように過ごしていましたか。

「空手部でした。５歳からやっていて、大人になっ

ても空手を教えたいとずっと思っていました。好き

でしたが、才能がなかったと思います。今はやっ

ていませんが、子どもがやりたいというので道場に

通わせています。あとは、お酒を吐くまで飲むとい

う毎日を過ごしていました。そんな人間でも大学

の先生をやれるんですよね（笑）」

現在、趣味にしていることはありますか。

「研究を趣味にしてはいけないと思っているので、

植物や園芸は好きですが、別のことに目を向ける

ようにしています。最近猫を飼い始めたので猫と

過ごすことが趣味ですかね。今でもお酒は好き

ですが、血糖値が高くなり医者に止められてしま

いました。そう、大学生インフルエンサーの動画

を見るのは好きです。理系の学生にはなかなかい

ないので、大学生らしいなと観察しています」

「学部３年生のときに、アメリカのイースタン・ワシ

ントン大学に語学留学に行っていました。最終日

にはリムジンに乗って街が一望できる高台に行っ

たりもしてとても楽しかったですね。あと、修士１

年のときにはインドネシアのボゴール農科大学に

も行って、山奥で調査をしていました。インドネシ

アは食べ物や生活環境も日本とかなり異なるし、

スケジュールも忙しかったので大変でしたね。な

のでその時いた学生とは仲間意識が強くて、当時

出会ったインドネシア人の学生とは今でも連絡を

取ったりしています」

学生時代にハマっていたことはありますか？

「コスプレが好きで、メイド服をよく着ていました。

鍬耕祭ではハロウィンも兼ねて、コスプレをしなが

らお菓子を配ったりしていましたね。「まい・あみ・

まつり」では阿見町の観光大使に選ばれて、そこ

でもコスプレをしました。あとは、昔美術部だった

ので絵も描いたりしていましたね」

コスプレにはなぜ興味を持ったのでしょう？

「コスプレをしていると人が見てくれるんですよ。人

と目が合うと会話ができるので、そのためにコス

プレをしていましたね。でもメイド服だと小さい子

が近寄りにくそうにしていたので、小さい子たちと

　2023年４月に着任した、茨大出身の林先生。

先生の学生時代の思い出や意外な趣味、そこか

ら見えてくる先生の素顔についてお聞きしました。

林先生は茨大出身とのことですが、学生時代の

思い出話などはありますか？

研究室のSNSを見ると、ゼミ生と飲み会をして

いる様子もあって親密さを感じます。

「コロナがあったので最近ようやく行けるようにな

りましたね。研究って想像以上に濃密な関係がな

いと乗り越えられない部分があるんです。特に理

系は。研究中は何百時間も一緒に過ごすので、な

るべく家族のように思い、愛するようにしています。

だからそういう飲む機会も大事にしています」

最後に、学生に一言あればお願いします。

「みんな良い子なのですが、少し真面目で優しす

ぎるかな。言い合う場面があるほうが自然だと、

僕は感じます。時には人を押しのけるような競争

心をもって、切磋琢磨していってほしいですね」

　大学HPで公開しているコラム「研究に恋して」

の中でも紹介されていた２人のお子さんとの過ご

し方など、小林先生の愛情深い素顔に迫ります。

 お子さんが２人いらっしゃるということですが、

普段はどのように接していらっしゃいますか。

北浦近隣の自然の中にある研究施設

地球・地域環境共創機構

水圏環境フィールドステーション
茨城県潮来市大生 1375

この施設は研究や実習だけでなく小学生を対象に地域の方たちと授

業を行ったり、家族向けのイベントを行ったりと地元との交流にも力

を入れています。取材日の翌日にも学生と「潮来市北浦湖岸自然を守る会」

の方々で小学生を対象に授業を行ったそうです。また、ステーション長の

加納光樹教授が地域に住む家族向けに開催している「しらす干しからモン

スターを探せ」というイベントも人気を博しているそう。これは、しらす干し

（イワシの稚魚を天日で干した食品）の中に混じっているヒラメの稚魚やカニ

の幼生などの別の生物を探してみるという企画。とても楽しそうですね。さ

らに、学生たちが地元の漁師さんと交流をはかり、魚の捕まえ方などを教

えてもらったり、全国の大学生向けの公開実習で魚類採集について指導し

たりしているそうです。特にチャネルキャットフィッシュの釣りが人気で、釣

った数や大きさを競って皆で大いに盛り上がるとか。施設内にも実習で採

れた最大クラスのチャネルキャットフィッシュのはく製が飾られていました。

　取材に応じてくれた龍頭さんと高沢さんは施設のこれからの展望として、

「地域に根差したフィールド研究の推進」を挙げました。霞ヶ浦ではいろい

ろな在来生物が減少し、水質汚染や外来種の問題が未解決となっている

今、研究を進めて、地域の人たちにその成果を還元したい、と力強く話して

くれました。

水圏環境フィールドステーションは茨城県南東部にある茨城大学の

研究施設です。茨城大学の教員と学生を中心に水環境や地形・

地質、生物・生態系などの研究が行われています。この施設の一番の特

徴は何といっても周辺の自然の豊かさにあります。近くには北浦という霞ケ

浦の一部である湖が広がり、施設から少し外に出るだけで多種多様な生

き物に触れることができます。施設内でも周辺で採れた生き物などを飼育

しており、その餌の採集のために毎日北浦に足を運ぶ学生もいるそうです。

　このような豊かな自然環境を活かし、ステーションの魚類学研究室で

は、岸辺のヨシの生物群集や外来種のチャネルキャットフィッシュという

ナマズの生態などの研究が行われています。コロナ禍で制限されていた全

国からの学生の受け入れも再開されたことで、他地域の人 と々の交流も増

え、コロナ禍前のような活気を取り戻しつつあるとのことです。

研究や実習で施設を訪れた学生が宿泊する部屋も完備。豊かな緑と真っ白な建物のコントラスト
が印象的です

ステーションの魚類学研究室で学ぶ２人

（ともに博士前期課程２年）

施設内に展示されているチャネルキャットフィッシュのはく製 小学校で行っている課外授業の様子。小学生たちが興

味深そうに魚の様子をのぞき込んでいます

大学院生の龍頭一生さんと高沢剛希さんが研究室の先輩たちに教わったという投網を披露して
くれました

茨大関連施設にDIVE!
茨大のさまざまな関連施設を学生視点でレポート！

取材・文：盛島琉那（人文社会科学部３年）、瀬戸草之介（同２年）、飯島優衣奈（同２年）取材・文：小林由弥（教育学部３年）、舘野湧太（人文社会科学部３年）、大城美波（同２年）

学生時代はコスプレをして
人との出会いを楽しんだりも。

和気あいあいとした雰囲気のゼミ生との飲み会の様子

研究って濃密な関係がないと
乗り越えられないんです。

理工学研究科（理学野）

生物科学領域 

小林 優介 助教

（上）鍬耕祭でのコスプレ姿（2015年）
（下）米ワシントンでホッケーゲーム観戦（2012年）

農学部 地域総合農学科 

林
リン

 暁
シャウラン
嵐 助教

県内各地に所在する茨大の各キャンパスや関連施設の様子を学生視点からお届けします！

第２回は水圏環境フィールドステーションへ潜入。

湖の畔に佇むこの施設では一体どんな研究が行われているのでしょうか?!大学の先生をどこか遠い存在のように感じている学生は少なくないかもしれません。

でも、じっくり話を聞いてみると、意外と学生と共通するような趣味や感性を持つ先生も多くいるようです。

今回は理・農学部の先生の素顔に迫っていきます。先生たちとの距離を縮めるきっかけにしてもらえたらうれしいです。

Sounosuke
Seto

Yuina
Iijima

Runa
Morishima

Yuya
Kobayashi

Yuta
Tateno

Minami
Oshiro

ちょっと
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多彩な者たちが学び、行き交い、

探究している茨大のキャンパス。

茨大広報学生プロジェクト&広

報室&茨城在住の編集者が取

材した“イバダイバーズ”の世

界、ちょっと覗いてみませんか。

NOVEMBER 2023

【コラム】アカデミア IBADAI

研究に恋して
人文社会科学部 講師 笹野 美佐恵 10

イバダイと地域力
常陸大宮市×人文社会科学部 11

【茨大広報学生プロジェクト編集ページ】

茨大生100人アンケート! 12

茨大ほっとステーション 13

先 生、ちょっといいですか？  
〜茨大教員の素顔を調査！〜 14

茨大関連施設にDIVE ! 15

【コラム&ニュース】

つながるイバダイバーズ
IBADAI NEWS UPDATE 16

【特集❶】

CRERCが見据える未来
日立から世界へ  
真の脱炭素社会の実現に挑む
インタビュー 田中 光太郎
茨城大学カーボンリサイクルエネルギー研究センター センター長 2

「回収」「合成」「利用」をシームレスにつなぐ 

連携する３ユニット 4

【特集❷】

気候変動適応の 
アジア先進地域で学ぶ。 6

現 在進行形クロストーク

 「 ChatGPTの 
インパクトをかんがえる」 
生成AIと教育、 コミュニケーション 
茨城大学理工学研究科（工学野）教授  新納 浩幸 
茨城大学全学教職センター 　   助教  宮本 浩紀 8

学生×教職員×地域の編集者が共同編集する ｜ 茨城大学発のフリーペーパー［イバダイバーズ］

茨大発

気候変動対策の
最前線

表紙写真：瀬能啓太（フォトグラファー／教育学部卒業生） ｜ 撮影場所：茨城大学日立キャンパス16

　2023年7月1日（土）に日本体育大学

世田谷キャンパスにおいて「2023年春

季・関東学生卓球リーグ戦 入替戦」が

行われ、本学卓球部が男女そろって勝

利し、３部昇格を決めました。

　各校が入替戦出場をかけて戦うリー

グ戦は同年５月、それぞれの部・ブロッ

クにおいて総当たり戦で行われ、本学男

女卓球部がそれぞれ属する４部の試合

では、シングルス２本ダブルス１本、さら

にシングルス２本を競い、３勝を挙げた

チームが勝利となります。

　６校が属する４部Dブロックの男子

は、初戦から危なげなく勝ち星を重ね全

勝。ブロック優勝を果たしました。

　また、女子は４部Bブロックで４校と

頂点を争い、最終第４試合で東京理科

大との激戦をものにし、見事にブロック

優勝。次のステージとなる決定戦へと駒

を進めました。

　４部各ブロックの優勝校の中から上

位リーグとの入替戦へ進むチームを決め

る“決定戦”では、男子は高崎経済大、

女子は埼玉大学と対戦。それぞれ3-1、

3-2で勝利し、ともに入替戦へ進出しま

した。

　迎えた入替戦では、男子は埼玉大学

と対戦。3-3で迎えた最終７番手の鈴

木大和さん（教育2年）が試合を決め、３

部昇格の悲願を達成。主将の渡龍大さ

ん（教育３年）は「本当にうれしかった。

卓球を大学まで続けて、そして卓球部

の仲間に出会えてよかったと心から思っ

た」と喜びを語りました。

　一方、女子の相手は千葉大学。決定

戦からの勢いのまま臆せずに試合に臨

み、3-0のストレート勝ちで３部昇格を

決めました。女子主将の小林響さん（教

育３年）は「本当に夢のよう。このような

体験を大学生になってからできるとは 

思っていなかった。卓球部に入ってよ 

かった」と笑顔を見せました。

　「今後は、それぞれの力の底上げを図

り、関東一明るい、勝てるチームを作っ

ていきたい」と決意を新たにする渡さん。

飛躍を続ける男女卓球部に、今後もぜ

ひご注目ください！

IBADAI News 茨城大学の最新トピックを

お届けします！

卓球部 男女そろって３部昇格！

2023年春季リーグ戦で
男子は９年ぶり、女子は８年ぶりの

快挙を達成！！

Update

▲

気候変動、グリーン・イノベーション、ChatGPT、
少子化対策……社会の中で関心が高まっているキー

ワードを取り上げて、今イバダイがどう関わっているか

を紹介するような紙面になりました。いかがでしたか？ 
特に誕生したばかりのCRERCは、取材すればするほ
ど、ひとつひとつの技術開発とそれらをつなぐビジョン

の強さが感じられてワクワクしました。とはいえ、個人

的に印象に残ったページは常陸大宮市にフォーカスし

た「イバダイと地域力」（p.11）。私も常陸大宮出身なの

で！（広報室・山崎一希）

▲

今号の表紙写真は、澄ん

だ青がきれいな秋空のもと日立キャンパスで撮影され

ました。本学教育学部の卒業生・瀬能さんが切り取っ

た、日立の魅力がぎゅっと詰まった１枚です。ぜひ表紙

にもご注目ください。（広報室・藤田有紀）

▲

第2号の
編集長を務めました茨大広報学生プロジェクトの藤原

です。今年度広報学生プロジェクトに加入したメンバー

も含め、たくさんの方のご協力のもと今回も無事に発

行することができました。今後も学生の観点から、読

んで見て楽しいコーナーづくりを目指して広報誌編集

チーム一同努めて参ります。次号は来春の発行を予定

しておりますので、引き続きよろしくお願いいたします！

（茨大広報学生プロジェクト・藤原七花）
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広報紙「 IBADAIVERS（イバダイバーズ）」は、
茨城大学ホームページからもご覧いただ
けます。

紙面アンケートを実施しています。
感想や次号で取り上げてほしい内容など、
ご意見をお寄せください。

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で10名の方にQUO
カード（500円分）をプレゼント !  （回答期限 2024年2月末日）

Relay Essay

つながるイバダイバーズ

　皆さんは子どものころ、どんな大人

に憧れ「素敵だな」と思ったでしょう

か。私はそもそも大人に反抗的な子ど

もでしたが、それでも「こんな大人に

なりたいな」と思う人はいました。例え

ば真面目で固い先生が休み時間に笑

顔で遊んでくれたり、いつも優しいお

姉さんがきりっとした顔で叱ってくれた

り、場面に応じていろいろな顔を使い

分けることができる人をかっこいいと

思っていました。

　心理臨床の仕事をしていると、思春

期に入りかけの子たちから「友達に裏

表の顔があることが分かって、怖くな

った」とおびえる声を聴くことが多くあ

ります。大人になるにつれ裏表がある

み上がっていくことではないでしょう

か。

　村上春樹の最新長編『街とその不

確かな壁』の中では、その特別な街

に入るためには自分の影を身体から切

り離さなければなりません。身体から

切り離された影は一つの人格を持って

いますが、身体から剥がされることに

よってだんだん弱っていき、死んでい

きます。影がない状態でないと、人間

はその理想の街には入れないのです。

小説の中ではあくまで足元に伸びる黒

い「影」ですが、私のイメージの中で

は自らの嫌な部分、裏の自分のような

「影」と共通しています。「影」がない理

想的な世界、それってつまらないと思

いません？ 私は自分の「影」を引き連

れて、複雑で面倒くさい、でも素晴ら

しいこの世界を生きたいと思います。

複雑な世界に気づき、そこに入り込ん

でいかなければならない不安や戸惑

いはとても大きいものだと共感します

が、一方で「だから人間は面白いんだ

よ」と言いたい気持ちにもなります（も

ちろん、言いませんが）。

　また、大学生の相談を受ける中で、

ネガティブな気持ちを抱えた自らの裏

の顔を過度に嫌悪し、苦しんでいる姿

に出会うことがあります。「こんな風に

思ってしまう自分は嫌い、良くない、ど

うしたらいいのか」というように。裏の

顔、ブラックな私の存在を、そんなに

嫌がらないでほしいと思います。いわ

ゆる自己を統合するということは、嫌

な部分を抹殺することではなく、多様

な人たちで社会が成り立っているのと

同じように、いろいろな私が相互作用

を起こしながら、一人の人間として積

第２回  ｜  主任専門職カウンセラー 沼田 世里

自らの影と生きること

PROFILE

沼田 世里（ぬまた・せり）

茨城県出身。臨床心理士・公認心理

師。2014年修学支援室、2016年バリ

アフリー推進室の立ち上げに臨床心理

相談講師として関わる。2023年 7月よ
り茨城大学主任専門職カウンセラーに

就任。趣味はスーパー銭湯で岩盤浴

と読書を繰り返すこと。

沼田カウンセラーからの指名を受け、

次回の当コラムは

農学部保健室看護師

深谷 美架さん

が担当します。
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